
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

来る 4月に毎年恒例の臨床教育研究会を開催いたします。今年も研修会後に定期

総会を予定しております。テーマ・日時等の詳細が決定しましたのでご案内します。 

詳細は参加申し込み用紙をご確認下さい。皆様の参加をお待ちしています。 

 

内 容：テーマ『散見する歩行パターンの解釈と治療アイデア』 

講 師：山岸 茂則 先生（飯山赤十字病院） 

日 時：平成 26年 4 月 19日（土） 

        受付 13:30～      講演 14:00～17:00 

会 場：北海道建設会館(札幌市中央区北 4条西 3丁目 1番地) 

受講費：会員 2000円 非会員 3000円  
 

～山岸 茂則先生のご紹介～ 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

歩行障害には個別性が存在しますが、それらには共通頄が存在しており、その共通

頄をバイオメカニクス・神経科学・力学系などから考察し、症例の動画や体験を交え

たご講演となっております。 

 会員の皆様には日頃疑問に思っていることなど、この機会にご指導を受け、今後の

アプローチにお役立て頂ければ幸いと存じます。 
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本誌巻頭に掲載している第 15 回臨床教育研究会に合わせて今年度も定期総会を開

催予定です。内容としましては、昨年度の各局の活動報告と今年度の活動計画、また、

昨年度会計決算と今年度の予算について説明を行う予定となっております。毎年、会

員の参加率が低迷しているため、今年は多くの会員の参加をお待ちしております。 

 

 

 
 

学友同窓会会長 永坂 圭司 

苫小牧東病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内の養成校、セラピストの数は、年々増加の一途を辿っております。当学友

同窓会の会員数も年々増えており、来年度には１５００名に達する予定です。当

会では毎年春と秋に研修会を実施しております。昨年 4 月には諏訪赤十字病院の

舟波真一先生に｢統合的運動連鎖概念と BiNI(バイニー)アプローチ｣について、11

月には学院との共催で、初台リハビリテーション病院の岩城宏先生に｢病棟での他

部門との連携｣というテーマで、ご講演頂きました。会員様からのアンケートでは、

好意的な意見が多数挙がっており、今後も皆様のお役に立てるよう、努めていき

たいと思います。 

さて私の勤務先にも｢千歳リハ｣以外の養成校を卒業した職員が多数おり、卒後

の研修について尋ねたところ、養成校側で企画した研修会や、卒業生同士の症例

発表会が主なようです。当会のような卒業生で組織した会が、企画から運営まで

行ない、全国的にも有名な講師を招いて研修会を行なうことは、尐ないように思

います。これは｢千歳リハブランド｣をより明確にしたいという、当会を組織した

諸先輩方の信念が、受け継がれてきた結果だと感じております。研修会の企画の

際は、可能な限り、会員様のご意見を反映させたいと考えております。どのよう

な形でも構いませんので、ご意見をお待ちしております。 

最後になりますが、毎年 4 月の研修会後に定期総会を実施し、当会の活動方針

を提示しております。年々、会員様の参加が尐なくなっておりますので、もしお

時間があれば参加して頂き、貴重なご意見を頂ければ幸いです。 

 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

去る平成 25年 11月 19日（土）、昨年同様、千歳リハビリテーション学院と共催し

研修会を開催致しました。 

会場は会議研修施設 ACU(アキュ)にて行い、50 名以上の PT・OT 卒業生の方々に参

加して頂きました。今回は「回復期のチームアプローチについて」というテーマで、

講師に学院の卒業生である岩城宏先生(初台リハビリテーション病院)をお迎えしま

した。講義では、初台リハビリテーションでの連携について実情や実際の症例を例に

ご講演頂き、活発な質疑応答が交わされるなど大変有意義な研修会となりました。 

 

 

 
 

今年も、平成 25年 9月 29日に行われた学院祭に出店させていただきました。今年

度も例年好評頂いている『まきまきフランク』を販売しました。今回も強風などもあ

り、肌寒い一日でしたが、学友同窓会では 200 本を用意したまきまきフランクも無事

に完売することが出来ました。また、学生との交流の機会としても、大変有意義な活

動であったように思われます。次年度以降も今回の結果を考慮して参加させて頂きた

いと考えておりますので、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩城先生、ご協力ありがとうございました。 

A. 平成 17年～20年、22年～25年 医療法人社団 輝生会 

初台リハビリテーション病院 勤務(平成 23年～25年はサブマ

ネージャーとして在籍) 

平成 20 年～22 年同法人在宅リハビリテーションセンター成城

の訪問部に在籍  

 

 

Q. 初台リハビリテーション病院に勤めて、良かった点・苦労なさった

点はありますか？ 

A. ＜良かった点＞：チームアプローチが学べること。人(患者さま)を

見ていく上でＯＴのみでの視野だと難しく感じることも、他の部門と進

めていくことで、解決できることも多かったです。 

＜苦労したこと＞：良くも悪くもＯＴスタッフの人数が多く、名前を覚

えることが苦労しました。ですが、自分の勉強していないことも他の

スタッフが勉強していることもあり、色々な手技や方法を学べて良か

った点でもあります。ほかに慣れてしまえば大丈夫なのでが、システ

ムを覚えるのも大変でした。 

 

Q. 今回ご講演頂いて、ご感想などがありましたらお願い致

します。 
 

思っていたよりも人が多かったので驚きました。ですが、尐

しでも初台リハビリテーション病院の動きを伝える機会を与

えていただき非常に感謝しています。色々な意味で大変だと

思いますが早出、遅出なども良いことだと思うので、その思

いが尐しでも伝わっていればいいなと感じています。 

Q.最後に後輩達へメッセージをお願い致します。 

Q.千歳リハ卒業後の先生の経歴を教えてください。 

患者さまのためになるように一緒に頑張っていきましょう。 

今回は分科会でご講演頂いた岩城宏先生に引き続き OB紹介に 

ご協力いただきました。岩城先生、宜しくお願い致します。 
 



 
 

講習会案内・広報誌発送後の不在通知が増えてきております。常時、会員の在籍確

認を行っておりますので、氏名変更や職場異動等がありましたら、必要書類に記載し

FAXまたはメールにてご連絡ください。ご協力宜しくお願い致します。 

 

学友同窓会メールアドレス：gakuyu-dousou.since1999@chitose-reha.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

☆ 第 16回臨床教育研究会が開催されますので、多数の御参加をお願い致します。 

 

☆ 次回、会報の発送は夏頃を予定しています。会員の皆さまの声も反映させた会報

作りを心掛けておりますので、御意見・要望・感想等がありましたら、同窓会宛

にメールをいただければ幸いです。 

 

☆ 最近は天候の悪い日が続いておりますので、皆さまも体調管理、事故など気を付

けてお過ごし下さい。 
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